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NY マーケットレポート（2019 年 6 月 5 日） 
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NY市場レポート 

≪ NY市場概況 ≫ 

NY 市場では、序盤に発表された 5月の ADP 雇用統計で、雇用者数の伸びが市場予想を大幅に下回り、2010年

3 月以来 9 年 2 ヵ月ぶりの小幅な増加となったことを受けて、米 FRB による利下げの可能性が意識されたこ

とや、米国債利回りの低下も加わり、ドルは主要通貨に対して下落した。ドル/円は、一時 108.82 まで下落

し、1/10 以来の安値を更新した。その後、ナバロ米大統領補佐官（通商政策局長）が対メキシコ関税は発動

する必要はないかもしれないと発言したことなどもあり、メキシコとの貿易摩擦が和らぐとの見方が広がり、

ドルの買い戻しが優勢となった。さらに、米主要株価指数が堅調な動きとなったことも影響し、ドルは堅調

な動きとなった。 

 

主要な米経済指標結果 

5 月 ADP 雇用統計 2.7万人（予想 18.8 万人・前回 27.5 万人⇒27.1 万人） 

5 月の ADP 米雇用統計は、民間部門雇用者数が市場予想を大幅に下回り、2010 年 3 月以来 9 年 2 ヵ月ぶりの

小幅な増加に留まった。統計データを見ると、教育・医療が+3.3万人、娯楽・宿泊が+1.6 万人増、金融が+1.3

万人、建設が-3.6 万人、製造業が-0.3 万人、情報は-0.3 万人、その他サービスは-0.9 万人だった。また、

従業員 50 人未満の小規模企業の雇用者数は-5.2 万人と 2010 年 3 月以来の小さい伸び幅、従業員 50-499 人

中規模企業は+1.1万人と 2010 年 3月以来最低、従業員 500人以上大規模企業は+6.8万人だった。 

 

データを基に SBILMが作成 
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5 月 ISM 非製造業景況指数 56.9（予想 55.5・前回 55.5） 

5 月の米 ISM 非製造業景況指数は、前月から 1.4 ポイント上昇し、市場予想を上回る結果となった。統計デ

ータを見ると、景況指数が 61.2（前月 59.5）、新規受注が 58.6（58.1）、在庫が 54.0（51.5）、雇用が 58.1

（53.7）と前月から上昇したが、仕入価格は 55.4（55.7）と低下した。5 月は 16 業種が景況拡大を報告、1

業種が業況縮小を報告した。 

 

データを基に SBILMが作成 
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米主要株価指数は軒並み続伸 

米株式市場は、ADO 雇用統計が市場予想を下回ったことで、米 FRB が利下げに踏み切るとの観測が高まり、

主要株価が堅調な動きとなった。米大統領補佐官がメキシコへの制裁関税発動は必要ない可能性と発言した

ことも下支え要因となった。ダウ平均株価は、序盤から堅調な動きが続き、終盤には 212 ドル高まで上昇し

た。結局 207 ドル高で終了し、高値圏を維持して終了した。一方、ハイテク株中心のナスダックは、序盤に

一時前日比 28 ポイント安まで下落する場面もあったが、その後は堅調な動きが続き、45 ポイント高で終了

した。 
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ドルは、主要通貨に対して堅調な動き  

序盤に発表された 5月の ADP 雇用統計で、雇用者数の伸びが市場予想を大幅に下回り、2010年 3月以来 9 年

2 ヵ月ぶりの小幅な増加となったことを受けて、米 FRB による利下げの可能性が意識され、さらに政策金利

の動向に敏感な 2年債利回りは一時 1.7687％まで低下し、2017年 12月以来約 1年半ぶりの低水準とるなど、

米国債利回りの低下も加わり、ドルは主要通貨に対して下落した。ドル/円は、一時 108.82 まで下落し、1/10

以来の安値を更新した。そして、その後に発表された 5 月の米 ISM 非製造業景況指数が市場予想を上回り、

特に雇用指数が昨年 10月以来 7ヵ月ぶりの高水準となったことに加え、ナバロ米大統領補佐官（通商政策局

長）が対メキシコ関税は発動する必要はないかもしれないと発言したことを受けて、メキシコとの貿易摩擦

が和らぐとの見方が広がり、ドルの買い戻しが優勢となった。さらに、米地区連銀経済報告で経済が緩慢な

ペースで成長しており、改善が見られると指摘したことや、米主要株価指数が堅調な動きとなったことも影

響し、ドルは堅調な動きとなった。 

 

出所：総合分析チャート 
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お客様は、本レポートに表示されている情報をお客様自身のためにのみご利用するものとし、第三者への提供、再配信を行うこ

と、独自に加工すること、 複写もしくは加工したものを第三者に譲渡または使用させることは出来ません。情報の内容について
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